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喜　多　知　広（和田教授）「 導体プレーンを含む LSI 多層パッケージの部分インダクタンス等価回路
モデル」



















































Pb を置換したBi 系高温超伝導体の固有接合から 5 μm角厚さ 6-8 nm（4-5 接合）のメサ構造を作製し、
短パルストンネル分光により超伝導ギャップ、常伝導トンネル抵抗、最大ジョセフソン電流密度の特徴
的な関係を見出し、Pb置換による異方性低下の観点から議論した。




















を付加して真空トランジスタとした。相互コンダクタンス 0.3 mS、コレクタ抵抗 2.8 MΩの値を得た。




























森　岡　直　也（木本教授）「 Si ナノワイヤMOSFET へ向けた正孔の量子閉じ込め効果の理論的解析
およびラフネス低減プロセスの検討」





















































































今　井　康　貴（北野教授）「単一Yb+ の 2S1/2 － 2D5/2 時計遷移分光」
















Yb:KYW結晶を用いてSoft Aperture 型 Kerr レンズモード同期発振に成功した。波長 980nm、パワー


















福　井　　　裕（藤田教授）「 超音波噴霧化学気相成長法による p型 Cu2O 薄膜の作製と酸化物太陽電
池への応用」
酸化物半導体エレクトロニクスの進展を念頭に、p型を示す Cu2O 薄膜の非真空成膜技術の開発と応































小　林　亮　介（松山教授）「Motion History Volume を使った 3次元人物動作の編集」
3 次元ビデオは、多視点映像を入力とすることから、複数の人物による動作の場合は、人物が互いに
他を遮蔽するため、3次元ビデオ撮影はむずかしい。本研究では、1人ずつ別個に撮影された人物動作
3次元ビデオから、各人の 3次元動作をMotion History Volume として表現し、それらが時間的、空間
的に整合性が取れるように編集を行うことによって複数人動作 3次元ビデオを生成する手法を提案し、
握手の例によって基本的有効性を示した。





















































































































































































































概要：強誘電体薄膜キャパシタの Spice マクロモデルをWeiss 型理論に基づいて作成し、このモデル









路のみを用いた。その結果、素子数は 64 個から 20 個まで減らすことができた。検索ソート兼用回路と
してCMOSダイナミックロジックを合成し、Spice を用いた動作確認を行った。最終的な機能メモリ局
所演算部として検索ソート兼用回路の動作確認を周波数 100MHz、1GHz、10GHz の 3 パターンで行った。
周波数 1GHz 辺りになると歪が生じ動作限界が生じたので CMOSインバータのスイッチング遅延解析
式を用いて考察し妥当な結果を得た。
岡　　　俊　介（白井教授）「Basic Study for Output Control Method of Hybrid Offshore Wind and 




小　田　さや香（白井教授）「 Current Limiting Experiment of Transformer Type Superconducting 










三　浦　洋　史（白井教授）「 Estimation Method for Operating Conditions of Electric Equipments 














ヘリオトロン J装置に 2つのマルチチャンネルラジオメータを導入し、第 2高調波X-mode 電子サイ
クロトロン（EC）放射を計測した。その結果、EC加熱・中性粒子加熱プラズマにおける電子放射温度
の径方向分布、電子密度依存性、平行屈折率依存性が得られた。












山　本　健　土（佐野教授）「 ヘリオトロン Jにおける TVトムソン散乱計測を用いた電子温度・電子
密度分布計測」
プラズマ電子温度・電子密度を高い信頼度をもって計測することを目的に、TVトムソン散乱計測器
















吉　田　直　人（津田教授）「 Study on Data Distribution Characteristics of the GPS Radio 
Occultation Measurements（GPS掩蔽観測におけるデータ分布特性に関
する研究）」
















吉　川　真　登（大村教授）「 Study on Formation Process of Relativistic Electron Flux Through 
Interaction with Chorus Emissions in the Earth’ s Magnetosphere」（地
球磁気圏コーラス放射による相対論的電子フラックス形成過程の研究）
地球磁気圏のコーラス放射と高エネルギー電子のサイクロトロン共鳴の粒子軌道計算により、電子分
布関数の変動を表す数値的なグリーン関数を求め、初期分布関数から畳込み積分を繰り返して速度分布
関数の長時間発展を追跡し、放射線帯の形成過程を解明した。
矢　野　克　之（篠原教授）「木質バイオマス糖化前処理装置におけるマイクロ波照射部の開発研究」
本研究では木質バイオマス糖化前処理装置におけるマイクロ波照射部の高効率化及び簡略化を目的と
し、連続式マイクロ波照射装置の反射低減に向けた等価回路モデルの検討と簡略型マイクロ波照射部の
開発研究を行った。
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鈴　木　　　望（篠原教授）「ZigBee 端末のためのマイクロ波無線電力伝送システムの研究開発」
本研究ではマイクロ波無線電力伝送技術を用いて ZigBee 通信を用いたワイヤレスセンサーネット
ワーク端末に対して給電を行うシステムの研究開発を行った。既存の ZigBee 端末に対して電源代わり
に取り付ける受電システムを作成し、システムが使用できる条件を送電マイクロ波の電力密度に着目し
て検討した。
高等教育研究開発推進センター
早　川　　　輝（小山田教授）「 ボルツマン粒子流体力学法のGPU高速化と超音速気体流シミュレーショ
ンへの適用」
ボルツマン粒子流体力学法（BPH）によるプログラムを GPU向けに実装した。 BPHのコード検証
で利用されるテストケースに対して、本プログラムを適用し、CPU実装に対しておよそ 3.6 倍の高速化
を達成したことを確認した。
桑　野　　　浩（小山田教授）「 大規模データの高解像度ボリュームレンダリングに対する粒子モデリ
ングの研究」
粒子ボリュームレンダリングにおいて、与えられた描画時間と GPUメモリ量を超えないように粒子
数と粒子半径を調整する手法の提案を行った。本手法を大規模口腔流体シミュレーションのボリューム
レンダリング可視化に適用しその有効性を確認した。
学術情報メディアセンター
谷　口　充　展（中村（裕）教授）「筋電ユーザインタフェースの高機能化のための動作認識手法」
筋電位計測を用いたユーザインタフェースを構築するための手法として、動作の部品化とその部品の
組合わせに対する認識方法を提案し、性能を確認するためのシミュレーションを可能にした。さらに、
手や腕の動作に関してその有効性を確かめた。
高　　　悠　史（中村（裕）教授）「遠隔会議支援のための会話の結束性の可視化」
遠隔会議を支援するために、その対話内容を参加者に俯瞰させ、それにより議論の活性化や情報の共
有を行う枠組みを提案した。そのために、対話の「結束性」を用い、それを単位とした可視化を行えば、
わかりやすい俯瞰が可能になることを示した。
